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何
か
と
い
え
ば
「
我

が
国
は
法
治
国
家
で

あ
る
」
と
か
、「
粛
々

と
進
め
る
」
と
繰
り
返

す
大
臣
の
コ
メ
ン
ト

に
は
う
ん
ざ
り
す
る
。

　

現
在
の
自
民
党
政

権
は
憲
法
第
九
条
の
戦
争
の
放
棄
だ

け
で
な
く
、
第
十
一
条
と
第
九
十
七

条
の
基
本
的
人
権
と
い
う
国
民
の
権

利
、
第
二
十
五
条
の
国
民
の
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
、
第
九
十
九
条
の
憲
法
擁
護
の

義
務
な
ど
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
に
も
放
置
さ
れ
続
け

る
一
票
の
格
差
、
福
島
の
原
発
事
故

に
よ
る
法
的
に
は
人
の
住
め
な
い
放

射
汚
染
地
域
の
扱
い
な
ど
、
と
て
も

法
治
国
家
と
は
言
え
な
い
。

　

ま
た
「
粛
々
と
進
め
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
民
意
を
無
視
す
る
と
い
う

意
味
の
よ
う
で
、
沖
縄
米
軍
基
地
の

辺
野
古
移
転
問
題
が
ま
さ
に
典
型
的

な
例
で
あ
る
。

　

こ
の
国
に
民
主
主
義
は
存
在
す
る

の
か
、
本
当
に
法
治
国
家
な
の
か
、

果
た
し
て
独
立
国
な
の
か
と
い
う
疑

問
に
答
え
て
く
れ
る
本
が
あ
る
。
矢

部
宏
治
著
の
『
日
本
は
な
ぜ
、「
基

地
」
と
「
原
発
」
を
止
め
ら
れ
な
い

の
か
』
と
い
う
本
で
あ
る
。
本
の
帯

に
「
な
ぜ
、
戦
後
70
年
た
っ
て
も
、

米
軍
が
首
都
圏
上
空
を
支
配
し
て
い

る
の
か
？
な
ぜ
、
人
類
史
上
最
悪
の

原
発
事
故
を
起
こ
し
た
日
本
が
、
再

稼
働
に
踏
み
切
ろ
う
と
す
る
の
か
？

な
ぜ
、
被
爆
し
た
子
供
の
健
康
被
害

が
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
さ
れ
て
し
ま

う
の
か
？
な
ぜ
、
日
本
の
首
相
は
絶

対
に
公
約
を
守
れ
な
い
の
か
？
だ
れ

も
が
お
か
し
い
と
思
い
な
が
ら
、
止

め
ら
れ
な
い
。
日
本
の
戦
後
史
に
隠

さ
れ
た
「
最
大
の
秘
密
」
と
は
？
」

と
い
う
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。
日

本
が
独
立
国
と
は
言
え
な
い
状
況
と

そ
の
理
由
が
分
か
る
本
で
あ
り
、
一

読
を
お
す
す
め
す
る
。�

（
数
）

医の眼、
 歯科の眼

徹
底
審
議
の
上
、廃
案
を
求
め
ま
す

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案

全
性
、
有
効
性
が
未
確
立
な
医
療
を

「
患
者
の
自
己
責
任
」
の
名
で
広
げ
、

実
質
的
な
混
合
診
療
の
解
禁
に
つ
な

が
る
「
患
者
申
出
療
養
」
の
創
設
、

③
都
道
府
県
に
公
的
医
療
費
削
減
の

役
割
を
担
わ
せ
る
「
国
保
の
都
道
府

県
単
位
化
」（
都
道
府
県
に
よ
る
財

政
運
営
、
医
療
費
適
正
化
計
画
の
見

直
し
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
国
民
生
活

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
問
題
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

衆
議
院
で
審
議
が
始
ま
っ
た
の
は

4
月
14
日
。
衆
議
院
本
会
議
で
趣
旨

説
明
が
行
わ
れ
、
同
日
、
衆
議
院
厚

生
労
働
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」）

　
「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
等

を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

（
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
、

以
下
「
法
案
」）
は
、4
月
28
日
（
火
）

の
衆
議
院
本
会
議
に
て
、
自
民
、
公

明
、
維
新
の
党
な
ど
の
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
送
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

法
案
は
、
健
康
保
険
法
や
国
民
健

康
保
険
法
な
ど
5
つ
の
法
「
改
正
」

案
を
一
括
し
て
提
案
し
た
も
の
で
、

①
入
院
時
の
食
事
代
の
引
き
上
げ
な

ど
、
あ
ら
た
な
患
者
負
担
増
、
②
安

に
付
託
。
17
日
よ
り
委
員
会
で
の
審

議
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

し
た
。
日
程
的
に
も
ま
っ
た
く
審
議

は
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
政
府
・
与
党
は
24
日
の
委
員

会
で
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
会
は
、
こ
の
間
、
患
者
負
担
増

と
給
付
削
減
、
ま
た
、
混
合
診
療
の

解
禁
に
つ
な
が
る
計
画
に
反
対
し
、

法
案
の
提
出
を
や
め
る
よ
う
地
元
選

出
国
会
議
員
な
ど
に
要
請
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
会
員
の
先
生
方
の
協

力
の
も
と
、「
医
療
制
度
改
悪
と
消

費
税
増
税
計
画
を
直
ち
に
中
止
し
、

安
心
で
き
る
医
療
制
度
の
構
築
を
求

め
る
要
請
書
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
問
題
の
多
い
法
案
は
徹
底
審
議

の
上
、
廃
案
と
す
べ
き
で
す
。

�

（
関
連
記
事
2
面
・
5
面
）

　

新
人
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ナ
ー
研
修
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
毎

年
好
評
の
患
者
応
対
セ
ミ
ナ
ー
を
、

今
年
も
福
山
・
広
島
・
呉
・
三
次
の

4
会
場
で
開
催
、
1
0
7
医
療
機
関

3
5
4
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
株
式
会
社
オ
フ
ィ

ス
フ
ロ
レ
ゾ
ン
か
ら
藤
島
久
美
子

氏
（
代
表
取
締
役
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
電
話
対
応
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

員
）
と
中
可
子
氏
（
医
療
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
）
を
講
師
に
、
身
だ
し
な
み

や
敬
語
、
挨
拶
な
ど
の
接
遇
の
基
本

を
ベ
ー
ス
に
、
実
技
を
交
え
た
2
時

間
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
「
医
療
技
術
や
衛
生
・
安

全
管
理
が
大
切
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
選
ば
れ
る
医
療
機
関
で
あ

る
た
め
に
は
、
そ
の
う
え
に
接
遇
の

ス
キ
ル
が
重
要
」
と
し
て
、「
患
者

様
と
接
す
る
全
ス
タ
ッ
フ
が
病
院
の

顔
と
い
う
意
識
を
も
つ
こ
と
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
院
内

掲
示
や
接
遇
の
方
法
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
考
え
る
な
ど
、
新
し
い
内

容
も
盛
り
込
ま
れ
、「
他
院
と
接
す

る
機
会
が
な
い
の
で
新
鮮
で
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

上
質
な
マ
ナ
ー
は
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
効
率
的
な
作

業
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
次
回
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
参
加
者
の
感

想
を
3
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

2
面

3
面

6
面

4
面

5
面

7
面

本号の主な内容

主
張
「
必
要
な
備
え
は
協
会
・
保
団
連
の
共
済
制
度
で
」
／
保

団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

患
者
応
対
セ
ミ
ナ
ー
感
想
／
会
員
訪
問

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
／
医
科
・
歯
科
点
数
等
Ｑ
＆
Ａ

医
科
社
保
情
報
な
ど

原
発
よ
り
も
命
の
海
を

広
島
国
税
局
懇
談
内
容
／
雇
用
問
題
等
Ｑ
＆
Ａ

広島県保険医協会は
特定秘密保護法に反
対します

藤
島
氏

（
福
山
・
広
島
会
場
講
師
）

中
氏

（
呉
・
三
次
会
場
講
師
）

患者応対セミナー
でスキルアップ

4会場に354人が参加

医療制度改悪と消費税増税計画を直ちに中止し、
安心できる医療制度の構築を求める要請書

【要請項目】
一、患者負担を軽減してください。
・入院時の食事代の自己負担引き上げや後期高齢者の保険料引き上げは撤回してください。
一、保険のきかない医療を広げる計画をやめ、必要な医療は公的保険で保障してください。
・安全性・有効性の未確立な医療を広げる「患者申出療養」は創設しないでください。　
一、安心できる医療制度の財源は、消費税増税ではなく、応能負担の原則にたった税制改革と国民の所得を
増やす経済政策を行うことで確保してください。
・10％への消費税増税は中止してください。
・医療機関の損税対策として、ゼロ税率制度を導入してください。

お
手
元
に
要
請
書
の
用
紙
が
あ
り
ま
し
た
ら

協
会
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
！

広島県
保険医
協会

第39回

定期総会のお知らせ
と　き

ところ

2015年6月21日（日） 
●記念講演　14：00～16：00
●総会議事　16：15～17：45
●懇親会　　17：45～19：30

リーガロイヤルホテル広島
広島市中区基町6-78　TEL 082-502-1121

■記念講演（市民公開講演会）

●参加費／無料
（ジャーナリスト）

●講　師／堤 未果さん
真実と日本の選択

●テーマ／報道されないアメリカの

多数のご参加をお待ちしております！
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と
し
て
、医
科
会
員
を
対
象

に
共
同
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
。歯
科
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
も
交
流
会
を
実
施

し
、診
療
報
酬
改
定
対
策
と

引
き
続
き
歯
科
技
工
問
題
の

対
策
を
検
討
す
る
。

　

経
営
税
務
対
策
に
つ
い
て

は
、30
回
目
と
な
る
広
島
国

税
局
と
の
懇
談
に
向
け
、こ

れ
ま
で
の
成
果
や
問
題
点
を

整
理
し
、共
同
の
税
務
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
。

　

そ
の
他
、保
団
連「
あ
り
方

検
討
委
員
会
」の
委
員
選
出
、

理
事
定
数
の
確
認
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

4
月
25
日（
日
）、保
団
連
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
協
会
議
会
は
、今
年
度
第
1
回

の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
、保
団
連
お
よ
び
中
国
地
方

5
協
会
よ
り
役
員
・
事
務
局
が
参
加
。

当
会
よ
り
、長
谷
憲
理
事
長
、上
田
喜

清
副
理
事
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、①
2
0
1
4
年
度

活
動
報
告
と
決
算
案
の
検
討
、②

2
0
1
5
年
度
の
重
点
活
動
と
予
算

案
の
検
討
、②
各
県
の
活
動
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

①
に
つ
い
て
、活
動
報
告（
緒
方
一

昌
保
団
連
理
事
）と
決
算
報
告（
上
田

広
島
協
会
副
理
事
長
）が
行
わ
れ
、討

論
に
入
り
ま
し
た
。

・
医
科
社
保
担
当
者
会
議

　

診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
共
同
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。結
果
か
ら
特
徴

点
と
問
題
点
を
分
析
。在
宅
医
療
点

数
の
改
善
な
ど
4
項
目
の
要
請
書
に

ま
と
め
、厚
労
相
な
ど
に
提
出
。

・
歯
科
交
流
会

　

歯
科
技
工
問
題
に
つ
い
て
、林
光

一
京
都
歯
科
協
会
理
事
長
の
講
演
を

受
け
て
議
論
。ア
ピ
ー
ル
を
採
択
。

・
経
営
税
務
対
策

　

第
28
回
広
島
国
税
局
と
の
懇
談
の

概
要
及
び
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
報

告
。ま
た
、第
29
回
懇
談
の
概
要
が
報

告
さ
れ
た
。

　

②
の
15
年
度
の
重
点
活
動
等
に
つ

い
て
は
、16
年
の
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
、ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
要
望
書
を

ま
と
め
厚
労
省
な
ど
に
提
出
す
る
こ

と
を
決
定
。そ
の
た
め
の
基
礎
資
料

法案、衆議院を通過
これで採決するの？
不十分な法案審議

（1面関連）

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

保
険
給
付
の
削
減
と
負
担
増
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
（
主
な
内
容

は
別
表
の
通
り
）
法
案
に
も
関
わ
ら

ず
、
衆
議
院
で
の
審
議
は
、
参
考
人

質
疑
を
入
れ
て
も
わ
ず
か
4
日
、
22

時
間
程
度
で
し
た
。
ま
た
、
審
議
の

中
で
法
案
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容

を
質
問
さ
れ
る
と
、「
今
後
検
討
す
る
」

な
ど
と
答
え
、
具
体
的
な
対
応
は
検

討
の
途
中
で
あ
る
こ
と
認
め
る
よ
う

な
場
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

【
紹
介
状
な
し
の
大
病
院
受
診
時
の

定
額
負
担
に
つ
い
て
の
質
疑
】

〔
質
問
〕
対
象
医
療
機
関
と
し
て
、

特
定
機
能
病
院
等
『
等
』
と
は
ど
の

よ
う
な
病
院
を
想
定
し
て
い
る
の
か

（
自
民
・
田
畑
裕
明
議
員
）

〔
返
答
〕
今
後
、
中
医
協
な
ど
で
議

論
し
て
い
く
（
塩
崎
厚
労
相
）

【
国
保
の
都
道
府
県
化
に
つ
い
て
】

〔
質
問
〕
都
道
府
県
が
国
保
の
運
営

方
針
を
策
定
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
保
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
は
素
人
で
は
な
い
か
。
何
を

盛
り
込
む
の
か
（
共
産
・
高
橋
千
鶴

子
議
員
）

〔
返
答
〕
よ
く
意
見
を
聞
い
て
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
こ

れ
か
ら
ご
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
。（
唐

澤
保
険
局
長
）

　

協
会
は
、
22
日
、
地
元
選
出
の
国

会
議
員
に
対
し
、「
24
日
（
金
）
の

採
決
強
行
は
や
め
て
く
だ
さ
い
『
医

療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
』
は
徹

底
し
た
審
議
と
廃
案
を
求
め
ま
す
」

と
の
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
（
全

文
を
5
面
に
掲
載
）。
5
月
13
日
に

は
国
会
要
請
行
動
に
参
加
し
、
あ
ら

た
め
て
法
案
の
徹
底
審
議
と
廃
案
を

求
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

　総務省が2月に公表した2人
以上の世帯を対象とした「家計
調査報告」によると、1世帯当た
りの消費支出は前年同月比5．1％減、10
か月連続の減少となっています。また、
勤労者世帯の実収入は、1世帯当たり44
万226円で、前年同月比2．3％減、連続16
か月の減少です。内閣府の「社会意識に
関する世論調査」（3月21日）でも、「物価」
「景気」が悪い方向に向かっていると感
じている国民が大幅に増加しており、ア
ベノミクス効果が国民に届くどころか、
消費税増税は生活に回復困難な打撃を
与えています。
　このような状況下、政府はこれまで凍
結していた公的年金への「マクロ経済ス
ライド」導入を決めました。物価上昇率
に比して実質的な削減となったうえに、
この先2～3割まで削減していく方針で
は、国民の消費行動はますます抑制に向
かうと予想されます。実行中の保険料の
段階的引き上げだけでなく、受給年齢の
さらなる先延ばしや適用範囲の拡大が
検討される公的年金制度への不信感と
将来不安は増幅するばかりです。まさに

「『自助』ありき、『公助』は最小限度」を目
指す「社会保障と税の一体改革」の実態
を示していると言えるでしょう。
　また医療費抑制策を進める安倍政権
の下、診療報酬や介護報酬の締め付けや
消費税増税による負担増で、アベノミク
ス効果どころかさらに厳しさが増して
いるのが医療機関の実態です。
　協会・保団連では、このような公的責
任の後退ともいえる社会保障改悪を許
さない取り組みを進めながら、営利追求
を目的としない相互扶助の共済制度を
運営し、保険医の生活や経営に寄与して
きています。
　2013年に共済会へ包括移転した保険
医休業保障共済保険は、移転後の財政も
健全に推移しており、運営体制の改善や
内容の整備を図りながら普及活動を展
開してきています。
　医師・歯科医師が思いがけない傷病に
よって休業を余儀なくされた場合、たち

まち医療機関に空白が生じてしまい
ます。影響を最小限に抑えるために多
くの先生が保険等で備えますが、その

費用もできるだけ抑えたいというのが
昨今の傾向です。休保制度は加入時の年
齢で保険料が決まり年齢が上がっても
保険料は原則上がりません。また所得補
償保険と違い、収入に関係なく加入口数
で給付額が決まります。万全を考えるな
ら所得補償とダブルで加入するという
選択もあります。
　積み立てを考えるなら、加入者約5万5
千人、積立金総額1兆円超という日本最
大規模の私的年金である保険医年金を
活用ください。現在の予定利率1．259％

（前年配当付利後1．459％）という貢献度
と信頼も厚い6社の生命保険会社との
タッグで、加入者本位の制度を提供して
います。
　保険医年金の最もお勧めできる点は、
加入時・払込中・受取時と、その時々で発
揮する「自在性」です。加入時は毎月積み
立てる「月払」と一度に積み立てる「一時
払」から、受取は必要な時に一時金また
は年金（加入5年経過後）として、払込中
も一時的な負担軽減に中断・再開制度を
利用することができます。将来の計画変
更にも対応する、まさしく医師・歯科医
師のための制度と言えます。
　そして万一の備えにはグループ保険
を用意しています。シンプルな掛け捨て
の生命保険（死亡・高度障害時のみの保
障）なので、増減額の希望にも随時対応
でき、割安な保険料で高額な保障が準備
できます。余剰金があれば毎年還元、昨
年と一昨年は50％超の配当金をお支払
いしました。
　休業時に代診をおいても給付が受け
られる「休保制度」、自在性と安定性が際
立つ「保険医年金」、そして万一の備えに
「グループ保険」。コストパフォーマンス
を重視されるなら、保険医の経営と生活
を守る保険医協会だからこそ実現する
休保制度・保険医年金・グループ保険 を
組み合わせて利用されることをお勧め
します。

主　 張

必
要
な
備
え
は
協
会
・
保
団
連
の
共
済
制
度
で

今年度の
活動計画を決定
保団連中国ブロック会議

表　医療保険制度改革関連法案の主な内容

実施予定時期 実施内容

2016年度

・入院時の食事代の引き上げ（1食
260円→360円）
・紹介状なしで大病院を受診する
場合の定額負担の導入
・患者申出療養の創設

2017年度
・後期高齢者の保険料の軽減特例
（予算措置）の見直し（特例の廃止
により、2～10倍の負担増に）

2018年度
・入院時の食事代の引き上げ（1食
360円→460円）
・市町村国保の都道府県化

　

4
月
24
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
可

決
さ
れ
た
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連

法
案
（
以
下
「
法
案
」）
は
、
5
月

連
休
明
け
よ
り
参
議
院
で
審
議
が
開
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報
道
は
作
成
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
時
代
で
も
医
学
犯
罪

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。戦
後
ド
イ

ツ
で
は「
医
師
裁
判
」が
行
わ
れ
、犯

罪
に
か
か
わ
っ
た
医
師
は
裁
か
れ
ま

し
た
。そ
し
て
人
体
実
験
を
満
た
す

10
の
条
件「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
綱
領
」

が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
は
大
変
厳
し

い
審
査
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
で
は
7
3
1
部
隊
に

よ
る
反
人
道
的
研
究
は
闇
の
中
へ
隠

蔽
さ
れ
ま
し
た
。戦
後
、薬
害
エ
イ
ズ

問
題
や
デ
ィ
オ
パ
ン
事
件
な
ど
一
連

の
研
究
不
正
は
、過
去
の
反
省
な
し

に
今
日
ま
で
至
っ
た
日
本
医
療
界
の

体
質
が
原
因
と
の
お
話
で
し
た
。

　
「
医
の
倫
理
」と
は
何
か
を
も
う
一

度
良
く
考
え
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
医
学
会
の「
患
者
の
人
権
尊
重
」

か
ら「
患
者
の
人
権
擁
護
」へ
と
人
権

意
識
の
改
革
が
必
要
で
す
。そ
し
て

我
々
医
師
歯
科
医
師
は
患
者
や
国
民

の
健
康
を
守
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
す
れ
ば
今
後
ど
う
す
る
べ
き
か
、

答
え
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

去
る
4
月
12
日
、京
都
知
恩
院
で

お
こ
な
わ
れ
た「
歴
史
を
踏
ま
え
た

日
本
の
医
の
倫
理
の
課
題
」（
映
像
・

講
演
・
対
談
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）【
主

催
・「
医
の
倫
理
」―
過
去
・
現
在
・
未

来
―
企
画
実
行
委
員
会
】に
参
加
し

ま
し
た
の
で
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

1
9
3
0
年
台
か
ら
終
戦
ま
で
陸

患
者
応
対
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

（
感
想
） 

桧
垣 

一
夫

　

私
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
、開
業
以
来
、

保
険
医
協
会
様
主
催
の
さ
ま
ざ
ま
な

臨
床
を
は
じ
め
医
院
経
営
に
必
要
な

講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。そ
の
中
で
も「
患
者
応
対

セ
ミ
ナ
ー
」は
当
医
院
と
っ
て
大
切
な

年
度
初
め
の
恒
例
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。当
医
院
の
理
念
で
も

あ
る「
患
者
様
に
信
頼
、安
心
し
て
来

院
し
て
い
た
だ
く
」た
め
に
も
、こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
重
要
で
、ス
タ
ッ
フ
の

意
識
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

な
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
当
院
ス
タ
ッ
フ
の
感
想
を

抜
粋
し
て
一
部
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
新
卒
歯
科
助
手
）「
今
回
参
加
し
て

些
細
な
こ
と
で
も
、デ
リ
ケ
ー
ト
に

感
じ
る
患
者
様
に
対
し
て
の
言
葉
遣

い
や
院
内
の
雰
囲
気
な
ど
、改
め
て

気
づ
か
さ
れ
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。接
遇
マ
ナ
ー
を
身
に
着
け

る
こ
と
で
、心
か
ら
患
者
様
が
好
感

を
持
て
る
そ
ん
な
医
院
を
、ス
タ
ッ

フ
全
員
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切

と
思
い
ま
し
た
。＊
＊
＊
」

（
歯
科
助
手
3
年
目
）「
普
段
何
気
な

く
応
対
し
て
い
る
事
が
、こ
の
セ
ミ

ナ
ー
を
受
け
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
の

患
者
応
対
の
間
違
い
や
改
善
点
を
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
感
じ
ま
し

た
。＊
＊
＊
」

（
歯
科
助
手
6
年
目
）「
こ
れ
ま
で
、何

度
か
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
に
は
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、気

を
付
け
て
は
い
て
も
、患
者
様
へ
の

応
対
が
流
れ
作
業
の
よ
う
に
成
っ
て

し
ま
い
、こ
れ
ま
で
み
ん
な
で
築
き

上
げ
て
き
た
信
頼
が
、私
の
良
く
な

い
応
対
で
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う

「
1
0
0
―
1
の
法
則
」に
あ
る
よ
う

に
、毎
回
ハ
ッ
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
応
に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
高
め
、個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
で
患
者
様
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
同
志
や
友
人
、家
族
に
対

し
て
も『
思
い
や
り
』や『
お
も
て
な

し
』の
気
持
ち
が
平
素
か
ら
必
要
と

考
え
ま
し
た
。＊
＊
＊
」

　

み
ん
な
の
こ
の
気
持
ち
を
い
つ
ま

で
も
継
続
さ
せ
て
ス
タ
ッ
フ
同
志

互
い
に
尊
重
し
、感
謝
が
で
き
る
関

係
で
あ
り
、個
々
が
責
任
と
自
信
を

も
っ
て
仕
事
が
出
来
る
環
境
の
整
っ

た
医
院
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す（
呉
市　

ア
ル
フ
ァ
デ
ン
タ
ル
オ

フ
ィ
ス
院
長
）。

軍
7
3
1
部
隊
に
よ
る
人
道
に
反

す
る
残
虐
な
人
体
解
剖
実
験
行
わ

れ
ま
し
た
。戦
時
下
の
異
常
心
理
状

態
だ
っ
た
と
は
い
え
、医
の
倫
理
か

ら
外
れ
た
行
為
を
行
っ
た
過
去
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
そ

の
人
体
実
験
デ
ー
タ
と
引
き
替
え

に
、か
か
わ
っ
た
軍
医
た
ち
を
戦
犯

と
し
て
裁
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
か
か
わ
っ
た

軍
医
た
ち
は
後
に
東
京
大
学
や
京
都

大
学
の
医
学
部
教
授
に
な
っ
た
り
、

ミ
ド
リ
十
字
の
理

事
長
に
な
っ
た
り

と
日
本
の
医
学
会

の
要
職
に
つ
い
て

き
ま
し
た
。過
去

の
反
省
が
不
十
分

で
あ
り
、現
在
日

本
で
は「
戦
争
と

医
の
倫
理
」の
検

証
が
進
ま
な
い
の

は
、日
本
医
療
界

の
閉
鎖
的
体
質
が

関
係
し
て
い
る
と

の
お
話
で
し
た
。

　

ま
た
、メ
デ
ィ

ア
で
も
こ
う
し
た

問
題
が
風
化
し
て

し
つ
つ
あ
る
事
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま

し
た
。特
定
秘
密

保
護
法
が
成
立
す

る
と
、こ
の
様
な

て
い
ま
す
が
、そ
の
時
は
全
国
か
ら

20
万
人
以
上
の
人
で
賑
わ
う
ん
で
す

よ
。

―
お
酒
は
強
い
方
で
す
か

　

酒
蔵
が
あ
る
街
で
育
っ
た
の
で

「
強
い
」と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、実
は
あ
ま
り
飲
み
ま
せ
ん
。お
酒

は
好
き
な
ん
で
す
が
、夜
間
の
往
診

や
検
視
の
依
頼
も
多
い
の
で
、自
然

と
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。お

い
し
い
お
酒
が
飲
め
る
お
店
は
た
く

さ
ん
知
っ
て
い
る
の
で
案
内
で
き
ま

す
よ
。

―
先
生
は
在
宅
医
療
や
介
護
保
険
に

力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
ね

　

こ
の
地
域
は
病
院
も
多
く
、病
診

連
携
や
介
護
の
連
携
も
非
常
に
充
実

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。紹
介

や
情
報
交
換
も
日
常
的
に
あ
り
、患

者
さ
ん
も
連
携
の
必
要
性
を
理
解
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、在
宅
医
療
も
介
護

保
険
も
点
数
の
引
き
下
げ
な
ど
、ど

ん
ど
ん
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。例
え
ば
訪
問
点
滴
は
週
3
日
以

上
の
指
示
を
出
さ
な
け
れ
ば
薬
剤
料

も
算
定
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、週
1

～
2
回
の
点
滴
で
在
宅
生
活
が
続
け

ら
れ
る
患
者
さ
ん
も
多
い
た
め
、訪

問
診
療
や
往
診
の
み
で
実
施
が
難
し

い
場
合
、医
院
の
持
ち
出
し
で
訪
問

看
護
師
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。在
宅
医
療
を
き
ち
ん

と
評
価
す
る
こ
と
、そ
れ
か
ら
ア
メ

リ
カ
で
は
充
実
し
て
い
る
ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム
な
ど
利
用
し
や
す
い
施
設

を
増
や
す
こ
と
も
広
く
求
め
た
い
で

す
ね
。

―
協
会
へ
の
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い

　

他
科
と
の
連
携
に
関
す
る
も
の
、

ま
た
、漢
方
薬
と
西
洋
薬
の
組
み
合

わ
せ
な
ど
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
い

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？「
さ

す
が
保
険
医
協
会
！
」と
い
う
企
画

を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
1
）真
光
寺（
し
ん
こ
う
じ
・
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
）

（
2
）竜
王
山（
り
ゅ
う
お
う
ざ
ん
・
西
条
盆
地

の
北
側
に
あ
る
標
高
5
7
5
ｍ
の
山
）

た
ば
か
り
の
ハ
ロ
ー
セ
ン
麻
酔
を
修

得
し
ま
し
た
。帰
国
後
は
ハ
ロ
ー
セ

ン
麻
酔
を
広
め
る
た
め
に
奔
走
し
て

い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。そ
の
後
、東

広
島
に
戻
り
開
業
し
ま
し
た
。警
察

署
だ
っ
た
建
物
を
譲
っ
て
も
ら
い
改

装
し
て
医
院
に
し
た
た
め
、手
術
室

に
は
鉄
格
子
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

―
な
ぜ
医
院
名
に「
ア
ソ
カ
の
園
」と

付
け
ら
れ
た
の
で
す
か

　

昔
、お
釈
迦
様
が
イ
ン
ド
に
お
ら

れ
た
頃
、仏
教
の
教
団
が
主
体
と
な

り
、医
療
を
提
供
す
る
地
区
を
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
が「
ア
ソ
カ
の

園
」で
す
。こ
の
地
区
も
そ
の
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
な
と
い
う
気
持
ち
を
込

め
て
付
け
ま
し
た
。

　

私
の
実
家
は
真
光
寺（
1
）
と
い
う

お
寺
な
ん
で
す
。高
校
生
の
頃
は
、将

来
お
寺
を
継
ぐ
か
医
師
に
な
る
か
、

真
剣
に
悩
み
ま
し
た
ね
。私
の
姉
が

お
寺
を
継
い
で
く
れ
た
た
め
、医
師

の
道
を
進
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
お
寺
の
門

徒
の
方
々
と
地
域
で
行
事
を
企
画

し
た
り
、日
曜
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
を
連
れ
て
、竜
王
山（
2
）で
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、デ
イ
ケ
ア
の
利
用
者
さ
ん
に

も
時
々
仏
教
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、一
緒
に
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　
「
人
々
の
心
と
体
を
見
つ
め
続
け
、

と
も
に
命（
い
の
ち
）に
向
い
合
う
、安

心
と
や
す
ら
ぎ
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」を
医
院
の
理
念
と
し
、地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
頂
き
な
が
ら

日
々
診
療
を
し
て
い
ま
す
。

―
西
条
の
街
並
み
は
以
前
と
比
べ
て

か
な
り
変
化
し
た
印
象
が
あ
り
ま
す

　

大
き
な
道
路
が
で
き
て
、マ
ン

シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
建
っ
て
い
ま
す

が
、昔
の
街
並
み
も
ち
ゃ
ん
と
残
っ

て
い
ま
す
。山
陽
本
線
と
並
行
し
て

い
る
酒
蔵
通
り
を
歩
く
と
、商
店
や

家
屋
な
ど
昔
の
ま
ま
で
す
。真
光
寺

か
ら
東
に
進
め
ば
、加
茂
鶴
や
賀
茂

泉
、亀
齢
な
ど
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
の

建
物
や
酒
蔵
が
見
え
て
き
ま
す
。毎

年
10
月
に「
酒
ま
つ
り
」が
開
か
れ

お辞儀の角度をチェック

グループディスカッションも行われました

会員訪問40会員訪問40会員訪問40会員訪問40
武島　裕爾　先生武島　裕爾　先生武島　裕爾　先生武島　裕爾　先生
アソカの園 武島医院
（東広島市）

アソカの園 武島医院
（東広島市）

―
開
業
さ
れ
て
ど
の
く
ら
い
に
な
る

の
で
す
か

　

現
在
の
医
院
は
2
0
0
0（
平
成

12
）年
5
月
の
開
設
で
す
の
で
、15
年

に
な
り
ま
す
。有
床
診
療
所
と
し
て

出
発
し
ま
し
た
が
、7
年
前
に
無
床

診
療
所
に
転
換
し
ま
し
た
。外
来
診

療
、在
宅
医
療
の
他
、デ
イ
ケ
ア
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の

企
業
の
産
業
医
や
学
校
医
、警
察
医

も
行
っ
て
い
ま
す
。私
が
開
設
す
る

前
は
、父（
晃
爾
先
生
）が
1
9
6
2

（
昭
和
37
）年
に
西
条
岡
町
で
武
島

外
科
医
院
を
開
設
し
て
い
ま
し
た
。

1
9
9
8（
平
成
10
）年
に
西
条
西
本

町
に
移
転
し
、現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

―
お
父
様
の
後
を
継
が
れ
た
の
で
す

ね
　

父
は
終
戦
後
、広
島
赤
十
字
病
院

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。13
才
ま
で

ハ
ワ
イ
で
育
ち
英
語
が
堪
能
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、「
原
爆
傷
害
調
査

委
員
会（A

tom
ic Bom

b Casualty 
Com

m
ission,A

BCC

）」で
研
究
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、ア
メ
リ
カ

の
D
u
k
e
大
学
麻
酔
科
に
留
学

し
、当
時
ア
メ
リ
カ
で
も
導
入
さ
れ

「歴史を踏まえた日本の医の倫理の課題」
に参加して （報告）　理事　大堂敏彦
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次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論
を
開
始

在
宅
医
療
・
外
来
医
療
な
ど
に
つ
い
て
議
論

　

厚
労
省
は
2
月
18
日
に
中
医
協
総

会
を
開
き
、2
0
1
6
年
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
た
議
論
を
開
始
し
ま
し

た
。今
後
、来
年
の
4
月
改
定
に
向

け
、議
論
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

【
在
宅
医
療
】

　

2
月
18
日
は「
在
宅
医
療（
そ
の

1
）」が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

は
、診
療
報
酬
改
定
結
果
検
証
部
会

か
ら
昨
年
末
、「
同
一
建
物
同
一
日
の

訪
問
診
療
等
の
適
正
化
に
よ
る
影
響

調
査
の
速
報
案
に
つ
い
て
」が
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
分
析
を
基
に
提
起
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

議
論
に
あ
た
り
、厚
労
省
か
ら
3

つ
の
論
点
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

（
1
）在
宅
医
療
の
課
題

　

在
宅
医
療
の
質
と
量
を
確
保
し

て
、患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、様
々
な
患
者
の
状

態
、医
療
内
容
、住
ま
い
や
、提
供
体

制
を
踏
ま
え
た
評
価
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
。

（
2
）訪
問
看
護
の
課
題

　

訪
問
看
護
に
つ
い
て
、重
症
者
等
の

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
や
、タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
等
の
更
な
る
推
進
の
た
め
に
、

看
護
の
質
の
評
価
の
あ
り
方
や
、提
供

体
制
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

（
3
）外
来
応
需
体
制
の
運
用
の
あ
り

方
　

外
来
応
需
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、健
康
保
険
法
第
63
条
第
3
項
に

基
づ
く
開
放
性
の
観
点
か
ら
は
、提
供

範
囲
内
の
被
保
険
者
の
求
め
に
応
じ

て
、医
学
的
に
必
要
な
場
合
の
往
診

や
、訪
問
診
療
に
関
す
る
相
談
に
応
需

す
る
こ
と
な
ど
、客
観
的
な
要
件
を
示

す
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

在
宅
医
療
の
質
と
供
給
体
制
確
保

を
図
る
た
め
、在
宅
医
療
に
対
す
る

評
価
に
つ
い
て
は
、在
宅
医
療
の
専

門
性
に
対
す
る
評
価
や
、在
宅
医
療

を
中
心
に
提
供
す
る
医
療
機
関
が
軽

症
者
を
集
め
て
診
療
す
る
な
ど
の
弊

害
が
生
じ
な
い
よ
う
な
評
価
の
あ
り

方
を
含
め
、更
に
議
論
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

議
論
の
中
で
、鈴
木
邦
彦
委
員（
診

療
側
、日
本
医
師
会
常
任
理
事
）は
、

か
か
り
つ
け
医
を
中
心
と
し
た
地
域

包
括
ケ
ア
の
構
築
を
訴
え
、3
つ
め

の
論
点
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
在
宅
専

門
医
に
つ
い
て「
必
要
だ
が
、連
携
体

制
に
参
加
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る

べ
き
」と
発
言
。堀
憲
郎
委
員（
診
療

側
、日
本
歯
科
医
師
会
常
務
理
事
）

は
、「
前
回
は
不
適
切
事
例
問
題
が
中

心
と
な
っ
た
た
め
、次
回
改
定
に
向

け
て
は
歯
科
の
訪
問
診
療
の
20
分
要

件
の
問
題
や
、同
一
建
物
の
場
合
大

幅
に
評
価
が
下
が
る
問
題
を
議
論
し

た
い
」な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
（
3
）に
つ
い
て
は
、3
月
18
日
の

中
医
協
総
会
で
も
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。在
宅
医
療
を
主
と
し
て
行
う

医
療
機
関
の
検
討
に
つ
い
て
は
2
月

18
日
の
議
論
で
も
支
払
側
、診
療
側

委
員
の
双
方
か
ら
慎
重
な
検
討
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。事
務
局（
厚
労

省
）よ
り
、在
宅
医
療
を
主
と
し
て
行

う
医
療
機
関
に
つ
い
て
、①
被
保
険

者
が
容
易
に
相
談
の
た
め
に
訪
問
で

き
る
体
制
を
確
保
、②
緊
急
時
を
含

め
保
険
医
療
機
関
に
容
易
に
連
絡
が

と
れ
る
体
制
を
確
保
、③
往
診
、訪
問

診
療
を
地
理
的
に
区
分
さ
れ
た
提
供

地
域
内
で
行
う
と
共
に
そ
の
地
域
を

あ
ら
か
じ
め
明
示
、④
そ
の
範
囲
内

の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
正
当
な
理

由
無
く
診
療
を
拒
否
し
な
い（
特
定

の
施
設
の
居
住
者
の
み
を
診
療
の
対

象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）と
す

る
方
向
性
で
運
用
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、支
払
側
、診
療
側
委

員
よ
り「
エ
ビ
デ
ン
ス
も
無
く
提
起

さ
れ
て
も
議
論
が
出
来
な
い
」、「
次

期
診
療
報
酬
改
定
に
係
る
在
宅
医
療

全
体
の
あ
り
方
の
議
論
の
中
で
提
起

す
べ
き
」と
異
論
が
続
出
し
た
た
め

了
承
は
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
入
院
医
療
】

　

3
月
4
日
の
中
医
協
総
会
で
は
、

「
入
院
医
療（
そ
の
1
）」資
料
が
提

出
さ
れ
、2
0
1
4
年
度
改
定
に
よ

る
病
床
数
の
変
化
等
、改
定
結
果
の

到
達
点
に
係
る
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。7
対
1
入
院
病
床
の
地
域
包

括
ケ
ア
病
床
へ
の
転
換
に
つ
い
て

は
、「
思
っ
た
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、全

体
と
し
て
は
、提
出
さ
れ
た
資
料
が

2
0
1
4
年
3
月
と
同
年
10
月
の
比

較
デ
ー
タ
の
た
め
、こ
れ
ら
デ
ー
タ

で
判
断
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
し

て
、2
0
1
5
年
度
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、継
続
し
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
外
来
医
療
】

　

4
月
8
日
の
中
医
協
総
会
で
は
外

来
医
療（
そ
の
1
）に
つ
い
て
議
論
。①

外
来
医
療
に
対
す
る
診
療
報
酬
上
の

評
価
、②
外
来
医
療
全
体
の
受
診
動

向
、▽
外
来
の
機
能
分
化
、④
受
診
行

動
、⑤
主
治
医
機
能
の
他
、大
病
院
に

お
け
る
紹
介
状
な
し
受
診
時
定
額
負

担
な
ど
の
問
題
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

初
再
診
料
の
充
実
を
求
め
る
意
見
相

次
ぐ

　

外
来
で
の
診
療
報
酬
上
の
評
価
に

つ
い
て
の
議
論
で
は
、外
来
医
療
費

の
内
訳
で
初
再
診
料
の
占
め
る
割
合

は
、病
院
で
は
8
・
7
％
、診
療
所
で

は
20
・
6
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
に

対
し
、鈴
木
委
員
よ
り
、「
光
熱
水
費

や
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
中
、基
本

診
療
料
の
充
実
は
必
要
」、ま
た
、堀

委
員
よ
り「
歯
科
は
低
診
療
報
酬
に

抑
え
ら
れ
て
お
り
、経
営
の
基
盤
と

な
る
の
は
基
本
診
療
料
で
あ
る
」と
、

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。一
方
、白
川
修
二
委
員

（
支
払
側
、健
康
保
険
組
合
連
合
会
専

務
理
事
）は
、「
初
再
診
料
の
充
実
・
底

上
げ
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」と
述

べ
、初
再
診
料
の
引
き
上
げ
に
は
反

対
の
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
診
療
料
の
届
出
は
1
2
2

施
設
に（
14
年
7
月
定
例
報
告
）

　

主
治
医
機
能
の
強
化
の
ひ
と
つ
と

し
て
、14
年
改
定
で
地
域
包
括
診
療

料
と
地
域
包
括
診
療
加
算
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。14
年
7
月
定
例
報
告
に

よ
る
と
、診
療
所
と
2
0
0
床
未
満

の
病
院
が
届
出
で
き
る
地
域
包
括
診

療
料
は
1
2
2
施
設（
病
院
13
施
設
、

診
療
所
1
0
9
施
設
）、診
療
所
の
み

が
届
出
で
き
る
地
域
包
括
診
療
加
算

は
6
5
3
6
施
設
で
し
た
。厚
労
省

は「
届
出
施
設
数
は
都
道
府
県
ご
と

に
多
様
性
が
あ
る
」と
説
明
。議
論
の

中
で「
評
価
を
す
る
に
は
時
期
尚
早
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。万
代

恭
嗣
委
員（
診
療
側
、日
本
病
院
会
常

任
理
事
）は
、「
地
域
包
括
診
療
料
の

基
本
的
な
理
念
は
高
く
評
価
し
て
い

る
が
、ま
だ
ま
だ
病
院
の
届
出
が
不

十
分
。主
治
医
機
能
を
強
化
す
る
た

め
に
制
度
設
計
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
、病
院
と
診
療
所
の
機
能
分
化
と

主
治
医
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

受
診
時
定
額
負
担
以
外
で
の
機
能
分

化
が
必
要

　

ま
た
、外
来
受
診
率
の
年
次
推
移

が
全
体
と
し
て
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
、議
論
に
な

り
ま
し
た
。65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

受
診
率
が
全
年
齢
で
最
も
高
く
な
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、近
年
減

少
傾
向
に
あ
る
点
に
つ
い
て
、花
井

圭
子
委
員（
支
払
側
、日
本
労
働
組
合

総
連
合
会
総
合
政
策
局
長
）は
、「
高

齢
者
の
貧
困
が
一
因
と
な
っ
て
い
な

い
か
心
配
だ
」と
述
べ
、詳
細
な
デ
ー

タ
の
提
示
を
求
め
ま
し
た
。

　

外
来
の
機
能
分
化
の
議
論
で
は
、厚

労
省
が
今
国
会
に
特
定
機
能
病
院
と

5
0
0
床
以
上
の
大
病
院
で
の
、紹
介

状
な
し
受
診
時
の
定
額
負
担（
選
定
療

養
の
義
務
化
）を
求
め
る
法
案
を
提
出

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、万
代
委
員

よ
り「
受
診
時
定
額
負
担
で
病
院
の
紹

介
な
し
外
来
が
劇
的
に
減
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。こ
ち
ら
が『
地
域
の
診

療
所
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
』と
頼
ん
で

も
患
者
が
大
病
院
に
か
か
っ
て
い
る

と
安
心
と
感
じ
て
お
り
、患
者
の
意
識

を
変
え
る
こ
と
も
必
要
。さ
ら
に
大
病

院
で
複
数
科
に
か
か
る
と
安
価
に
す

む
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、逆
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
し
て
ほ
し
い
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、ま
た
、白
川
委

員
か
ら
も「
受
診
時
定
額
負
担
に
よ
る

病
院
と
診
療
所
の
機
能
分
化
の
効
果

は
一
定
程
度
で
、大
き
な
改
善
に
は
結

び
つ
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。紹
介
状

あ
り
な
し
だ
け
で
な
く
、様
々
な
こ
と

を
考
え
て
い
く
べ
き
」と
、受
診
時
定

額
負
担
以
外
で
の
対
策
が
必
要
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

中医協

（口腔内軟組織異物（人工物）除去術）
Q1 右上6番ＦＭＣフテキでＦＭＣを除去。
歯冠が破折していたので、歯牙の破折片も
除去した。ＦＭＣ除去と歯牙破折片除去は
同時に算定できるか。

A1 同時に算定できます。歯牙破折片除去は、
「歯冠修復物又は欠損補綴物の除去」ではな
く、「口腔内軟組織異物（人工物）除去術 1 
簡単なもの」で算定しますので、ＦＭＣ除去
と同時に算定できます。

※参考 「歯科点数表の解釈」（平成26年4月版）
p296　J073口腔内軟組織異物（人工物）除去
術　通知（1）

歯科点数等
Q&A

め、当院の医師が往診を行った。その後、予定通り訪問看護を実施した場
合、往診料と併せて在宅患者訪問看護・指導料は算定できるのか。

A3 原則として、同一日に往診料と在宅患者訪問看護・指導料は併せて算
定することはできません。したがって、ご質問の場合は往診料のみの算
定となります。

（投薬）
Q4 投与期間に制限が設けられている薬を処方する際、それが14日限度の
薬であれば、1回の処方が14日を超えなければ、月での処方日数が14日を
超えていても良いのか。

A4 投与期間が制限されている薬は、1回の処方時の制限ですので、月で見
たときに14日の制限を超えていても問題ありません。

（介護保険）
Q5 居宅療養管理指導の同一建物居住者の取扱いとして、以下の場合はど
のように取り扱えば良いか。

　①同一敷地内又は隣接地に棟が異なる建物が集まったマンション群や
公団住宅等の場合

　②外観上明らかに別の建物であるが渡り廊下のみで繋がっている場合
A5 ①、②いずれも別の建物として取り扱います。

医科点数等 Q＆A
（初・再診料）

Q1 画像診断の設備がない医院より、当院に撮影のみの依頼があり、後日
実施した。この場合、当院で、初診料、撮影料、診療情報提供料Ⅰを算定し
てよいか。

A1 算定できません。画像診断の設備の提供にとどまる場合は、依頼先の
医療機関において初診料等を算定し、実施した医療機関との間で合議の
上、費用の清算を行うこととされています。

（入院料等）
Q2 Ａ傷病で当院に入院していた患者が、治癒に近い状態までになったた
め、退院した。その後、3カ月経たないうちに、今度はＢ傷病にて再度当院
に入院した。この時、Ａ傷病の治療は継続して行っているが、Ｂ傷病を主
病とし、再入院した場合の入院起算日はどの時点になるのか。

A2 Ａ傷病とＢ傷病は明らかに別傷病であるので、Ｂ傷病にて入院した日
が、新たな入院起算日となります。

（在宅医療）
Q3 訪問看護を予定していた日の午前中に、患者の容体が悪くなったた
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在宅医療点数の手引き
－診療報酬と介護報酬
2014年度　改定版　（10月発行）
会員の注文は1冊まで無料で承ります。
（追加注文は有料）
�ご注文は協会（℡082－262－5424）まで

介護報酬の改定内容をわかりやすく解説。
定価：4，000円

Ｑ＆Ａ形式で算定、請求の方法を紹介。
定価：2，000円

いずれも医科向けの書籍です。既にご注文をいただいている先生には
1冊無料分（2冊目からは有料）をお送りしています（会員限定）。

医療系介護報酬改定のポイント
（2015年4月）

医療系介護報酬改定Ｑ＆Ａ・
レセプトの記載

2015年4月1日実施

医科対象

審査、指導等相談について

 随時受付・役員が対応します

指導通知が届いたら
協会までご連絡ください

　

協
会
は
医
科
・
歯
科
の
社
保
部
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
部
会
で
は
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
保
険
請
求
事

例
、
納
得
で
き
な
い
査
定
事
例
の
検

討
な
ど
を
行
い
、
必
要
な
情
報
は
適

宜
協
会
紙
等
で
紹
介
す
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
か
ら
の
要

望
に
応
じ
、
審
査
支
払
機
関
や
行
政

当
局
と
の
折
衝
も
行
い
ま
す
。

　

個
別
指
導
や
監
査
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
指
導
当
日
の
録
音
の
実
施
や

弁
護
士
帯
同
の
実
施
の
他
、
カ
ル
テ

記
載
等
に
つ
い
て
役
員
が
助
言
を
行

う
相
談
会
も
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
個
別
指
導
や
監
査
の
通
知
が
な

く
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、法
律
・
税
務
・
労
務
相
談
も
随

時
受
付
し
て
い
ま
す（
8
面
に
掲
載
）。

社保 再審査等請求書
A4版30枚つづり

●ご希望の方は協会まで。
　国保の用紙もあります。

☎082-262-5424

2015年4月22日
国会議員　各位

広島県保険医協会

24日（金）の採決強行はやめてください
「医療保険制度改革関連法案」は

徹底した審議と廃案を求めます

緊急要請

　貴職におかれましては、日夜、国政の重責を果たされていますことに心より敬意を
表します。
　私ども広島県保険医協会は、広島県の医科・歯科保険医約1，800人で構成する団体で
す。
　4月14日より「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部
を改正する法律案」（以下、医療保険制度改革関連法案）の審議が始まりました。
　同法案は、

（1）「入院時食事療養費の自己負担を一食260円から460円に引き上げ」など経済的困難
を抱えながら病気とたたかっている患者さんをさらに追い込む負担増計画

（2）安全性、有効性が未確立な医療を「患者の自己責任」の名で広げる「患者申出療養」
（3）都道府県に公的医療費削減の役割を担わせる「国保の都道府県単位化」など、安心
して医療を受ける権利を奪う内容が多岐にわたり含まれています。

　14日本会議、17日厚生労働委員会では、上記（1）の負担増によって、入院をためらう
患者さんが増える懸念や治療の一環である入院時食事療養の意義が議論されていま
せん。また、患者申出療養は、本当に安全性・有効性が担保できるのか、事故が起きた場
合はどうするのか、具体的な答弁はいまだでていません。
　それにも関わらず、本法案をはやくて今週24日（金）にも衆議院厚生労働委員会で採
決する動きがあると聞いています。これだけ国民生活に重大な影響を与え、しかも多
岐にわたる内容を一括して提案し、拙速に成立させることは絶対に許されません。
　以上のことから、私たち医師・歯科医師は、以下の事項を強く要請いたします。

記
一、「医療保険制度改革関連法案」は、徹底した審議と廃案を求めます。　

以上

ＰＰＩ　休薬なしで抗体測定が算定可能に
厚労省、疑義解釈（その13）で示す

医科社保情報

学校病医療費の治療券の取扱いについて
認定期間の変更に伴い、治療券の有効期間も変更に

広島市の就学援助制度

　3月30日に厚労省保険局医療課名で出された事務連絡（疑義解釈その13）におい
て、ヘリコバクター・ピロリの感染診断において、ＰＰＩを休薬せずに抗体測定を
実施することか可能との旨が示されました。以下がその内容です。
　なお、同事務連絡では、この他、地域包括ケア病棟入院料や検査料など計8つの疑
義解釈が示されています。

　広島市は、これまで、就学援助を申請した世帯のうち、所得審査を必要とする世

帯については、前年の源泉徴収票等の添付書類に基づき審査を行っていたことか

ら、4月から翌年の3月までの1年間を認定期間としていました。そのため、就学援助

の対象児童生徒が、学校病【トラコーマ及び結膜炎、白癬、疥癬及び膿痂疹（とびひ

など）、中耳炎、慢性副鼻腔炎及びアデノイド、う歯（むし歯）、寄生虫病（虫卵保有含

む）】で医療機関等を受診する際に必要な治療券も、4月から1年間使用できる様式

としていました。

　今年度（2015）より、所得審査を必要とする世帯について、4～6月は前々年所得、7

～3月は前年所得を対象として年2回の審査を行うことに変更したため、4～6月は

認定・援助対象となっても、7～3月は不認定・援助対象外となる児童生徒も出てく

ることが想定されることから、今年度より、就学援助認定者全員について、治療券

を4～6月の期間用と7～3月の期間用の2枚に分け、各期間内の受診にのみ使用で

きる様式に変更されました。

　医療機関は、受診日が治療券の期間内であるかどうかを確認したうえで、治療券

に記載してください。なお、受診日が治療券の期間内でない場合、治療券を持参し

ていない場合は治療券への記載はせず、児童生徒が通う学校にその旨を連絡して

ください。

【検査】
（問5）�「ヘリコバクター・ピロリ感染の診断及び治療に関する取扱いについて」

（平成12年10月31日保険発第180号）の「8�その他」において、「ヘリコバク
ター・ピロリ感染の診断及び治療については、関係学会よりガイドライン
が示されているので参考とすること」とされている。日本ヘリコバクター
学会の「H.�pylori�感染の診断と治療のガイドライン2009改訂版」におい
ては、抗H.�pylori�抗体測定法について「潰瘍治療薬の服用中、服用中止直
後、（中略）において有用である」とあるが、当該通知2（1）で掲げられてい
る感染診断の検査法のうち、④抗体測定をプロトンポンプ阻害薬（PPI）を
休薬せずに実施した場合、当該検査の費用は算定できるか。

（答）算定できる。

【地域包括ケア病棟入院料】
（問1）�地域包括ケア病棟入院料及び地域包括ケア入院医療管理料の届出様式

（様式50・50の2）において、「⑥直近6月間における転棟患者数」の内訳と
して「（7）自院の療養病棟」のみが記載されているが、自院の他病棟へ転棟
した患者数は「⑥直近6月間における転棟患者数」に含まれるのか。

（答） 含まれる。「⑥直近6月間における転棟患者数」欄には、病棟の種別を問わ
ず、自院の他病棟へ転棟した全ての患者数を記載すること。

その他の疑義解釈（一部抜粋）
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（
75
）混
同
す
る
と
医
事
紛
争
の
拡
大

で
す
！「
賠
償
」と「
補
償
」

　
「
賠
償
」と「
補
償
」の
意
味
を
国
語

辞
典
で
調
べ
る
限
り
、そ
の
差
は
あ
ま

り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。世
間
一

般
で
も
、そ
の
区
別
は
あ
ま
り
認
識
さ

れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か

し
な
が
ら
、医
療
安
全
対
策
を
講
じ
医

師
賠
償
責
任
保
険
制
度
を
運
用
し
て

い
る
京
都
府
保
険
医
協
会
と
し
て
は
、

そ
の
意
味
の
違
い
を
常
に
明
確
に
し

て
い
ま
す
。こ
こ
に
簡
単
で
は
あ
り
ま

す
が
、我
々
が
医
療
安
全
対
策
上
、定

義
し
て
い
る「
賠
償
」と「
補
償
」に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　

賠
償
＝
医
療
過
誤
が
認
め
ら
れ
、か

つ
患
者
さ
ん
側
の
損
害
と
因
果
関
係

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
相
当

す
る
金
銭
を
支
払
う
行
為
。医
師
賠
償

責
任
保
険
の
対
象
と
な
る
。

　

補
償
＝
過
誤
が
認
め
ら
れ
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、医
療
行
為
の
結
果
が
悪

か
っ
た
場
合
、あ
る
い
は
患
者
さ
ん
側

の
満
足
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に

相
当
す
る
金
銭
を
支
払
う
行
為
。「
賠

償
」と
明
確
に
区
別
す
る
た
め
に「
無

過
失
補
償
」と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。医
師
賠
償
責
任
保
険
の
対
象
と
な

ら
な
い
。

　

こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
協
会
の
経
験

則
か
ら
簡
明
に
紹
介
し
た
だ
け
で
、必

ず
し
も
全
て
を
表
現
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
説
明
だ
け

で
も
あ
る
程
度
は
ご
理
解
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。医
事
紛
争
に「
補
償
」

の
概
念
を（
安
易
に
）導
入
す
る
こ
と

が
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
、こ
れ
で
少

し
で
も
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
で
も
医
療
現

場
か
ら
は
賠
償
保
険
で
は
な
く
、補
償

保
険
を
要
望
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。率
直
に
申
し
ま
す
と
、産
科
医
療

補
償
制
度
等
は
例
外
と
し
て
、現
時
点

で
は
ど
こ
の
損
保
会
社
も
そ
の
よ
う

な
保
険
を
販
売
し
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。早
い
話
が
そ
の
よ
う
な
保
険
は
商

品
価
値
が
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
推

測
さ
れ
ま
す
。も
し
、「
医
療
補
償
」を

考
え
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
医
療
界
や

損
保
業
界
の
み
で
は
困
難
で
、先
述
し

た
産
科
医
療
補
償
制
度
の
よ
う
に
、国

家
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
国
民
レ
ベ
ル
で

の
検
討
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
76
）「
医
療
安
全
を
科
学
す
る
」姿
勢

で
　

こ
こ
で
は
、少
し
京
都
府
保
険
医
協

会
の
医
療
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
理

想
・
理
念
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

協
会
が
医
療
安
全
対
策
に
着
手
し

た
の
は
、今
か
ら
半
世
紀
以
上
も
前
の

1
9
5
9
年
の
こ
と
で
し
た
。過
去
の

資
料
を
見
る
と
、当
時
の
諸
先
輩
方
が

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、い
か
に
現
在

の
体
制
基
盤
を
確
立
し
て
い
っ
た
か

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。そ
し
て
、21
世

紀
の
医
療
の
一
端
を
担
う
我
々
も
、そ

の
歴
史
の
重
さ
と
実
績
に
今
更
な
が

ら
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
す
る
協
会
の
ス

タ
ン
ス
は「
医
療
安
全
を
科
学
す
る
」

こ
と
で
す
。言
い
換
え
れ
ば
、個
々
の

ケ
ー
ス
を「
不
幸
な
出
来
事
」で
終
わ

ら
せ
ず
に
、あ
る
い
は「
取
り
あ
え
ず

解
決
す
る
」だ
け
で
は
な
く
、可
能
な

限
り
一
定
の
傾
向
・
法
則
・
ル
ー
ル
等

を
見
つ
け
て
、更
な
る
安
全
を
目
指
し

対
処
し
て
い
く
地
道
な
作
業
を
続
け

る
こ
と
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、言
う
ほ
ど
生
易
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。医
事
紛
争
に
は

科
学
が
最
も
介
入
し
難
い
で
あ
ろ
う

「
人
の
心
」が
、常
に
大
き
く
介
在
し
て

い
る
か
ら
で
す
。そ
れ
で
も
、こ
の「
人

の
心
」を
大
切
に
扱
う
こ
と
で
、事
故

や
紛
争
を
乗
り
越
え
て
、医
療
機
関
を

守
り
、医
療
者
と
患
者
さ
ん
が
よ
り
良

い
医
療
を
実
現
す
る
、パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
戻
る
こ

と
も
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

協
会
の
医
療
安
全
対
策
は
確
実
に

進
歩
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
進

歩
を
約
束
し
て
く
れ
る
の
は
、会
員
一

人
ひ
と
り
と
協
会
と
の
信
頼
関
係
に

あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
協
会
は
得
ら

れ
た
情
報
を
吟
味
す
る
力
を
保
ち
な

が
ら
、会
員
・
医
療
機
関
と
共
に
、時
に

は
茨
の
道
を
も
歩
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。�

（
お
わ
り
）

京
都
保
険
医
新
聞
2
8
4
7
号

（
2
0
1
3
年
2
月
5
日
）、2
8
4
8

号（
2
0
1
3
年
2
月
20
日
）よ
り

　

鹿
児
島
協
会
か
ら
は
川
内
原
発
再

稼
働
と
避
難
計
画
の
諸
問
題
に
つ
い

て
特
別
報
告
が
さ
れ
た
。自
治
体
と

医
療
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、避
難
経
路
の
確
保
、ル
ー
ト
の
選

定
、人
員
確
保
、車
両
の
準
備
な
ど
い

ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
で
き
て
な
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。火
山
活
動
の

盛
ん
な
川
内
原
発
で
重
大
事
故
が
起

こ
れ
ば
、日
本
を
全
滅
さ
せ
る
危
機

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
避
難
計
画

の
不
備
を
指
摘
し
た
報
告
は
静
岡
、

愛
媛
、佐
賀
、滋
賀
協
会
か
ら
も
お
こ

な
わ
れ
た
。

　

青
森
協
会
か
ら
は
6
月
に
お
こ
な

わ
れ
る
県
知
事
選
挙
に
前
青
森
県
保

険
医
協
会
会
長
の
大
竹
進
先
生
が
脱

原
発
を
基
本
政
策
の
一
つ
に
掲
げ
て

立
候
補
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、支
援

の
お
願
い
が
さ
れ
た
。

　

広
島
協
会
か
ら
は
機
関
紙
で
の
寄

稿
欄「
原
発
よ
り
も
命
の
海
を
」の
連

載
が
60
回
に
達
し
、昨
年
、冊
子
に
し

て
第
1
号
、第
2
号
を
発
行
し
た
の

に
続
き
、こ
の
度
、第
3
号
を
発
行
し

た
こ
と
、中
国
電
力
の
市
民
へ
の
損

害
賠
償
訴
訟
に
抗
議
し
、被
告
に
さ

れ
た
市
民
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
。

　

最
後
に
、原
発
の
再
稼
働
・
新
設
を

や
め
、た
だ
ち
に「
原
発
ゼ
ロ
」を
実

現
す
る
事
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

中
心
の
社
会
に
転
換
す
る
事
、再
処

理
を
含
め
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

を
中
止
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、11
月
21
・
22

日
に
川
内
原
発
で
お
こ
な
わ
れ
る
公

害
視
察
へ
の
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ

て
交
流
会
を
終
わ
っ
た
。

　

各
地
で
の
取
り
組
み
を
交
流
で
き

て
有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
。

　
「
原
発
よ
り
も
命
の
海
を
」
を
読

ま
れ
て
の
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

原
発
問
題
学
習
交
流
会
に
参
加
し
て

（
報
告
） 

理
事
　
青
木
克
明

　

原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
福
井
地

裁
と
鹿
児
島
地
裁
が
逆
の
判
断
を
下

し
て
注
目
を
集
め
る
中
、第
4
回
保

団
連
原
発
問
題
学
習
交
流
会
が
、4

月
26
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
浅
岡
美
恵
弁
護
士
に
よ

る「
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地

球
温
暖
化
対
策
」で
あ
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
や
ス
ペ
イ
ン
を
見
習
っ
て

原
子
力
に
依
存
せ
ず
Ｃ
Ｏ
2
削
減
の

道
を
選
択
す
る
こ
と
を
提
起
さ
れ
、

司
法
判
断
は
国
策
か
ら
外
れ
る
こ
と

は
困
難
だ
が
、世
論
の
高
揚
で
半
歩

先
を
歩
む
事
が
可
能
と
な
る
の
で
国

民
が
声
を
挙
げ
続
け
る
こ
と
が
大
切

と
述
べ
ら
れ
た
。

鹿児島協会の報告

広島保険医新聞寄稿集

　本紙2010年4月10
日号より連載がスター
トしている「原発よりも
命の海を」は、これま
でに医師・歯科医師
や専門家など、様々
な方から寄稿をいた
だいています。
　この度、寄稿集の
第3号を発行しまし
た。会員の先生には、
前号に同封してお届
けします。

追加のご希望は、協会事務局までご連絡ください。
TEL 082-262-5424　FAX 082-262-5427

「原発よりも命の海を 第3号」を発行！

命の海を

原発よりも

60

『医療安全を
身につけるために』

　京都府保険医協会の経
験を蓄積して作成した完
全オリジナル、従業員研
修にも活用いただけます。

1セット（3枚組全305分）　定価10,000円
広島協会会員価格　7,000円　（税込・送料別）

DVD販売中

医療安全研修にご活用下さい!

　

6
月
10
日
号
か
ら
は
京
都
保
険

医
新
聞
で
連
載
さ
れ
て
い
た「
裁
判

事
例
に
学
ぶ　

医
療
紛
争
の
防
止
」

を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、紹
介
す

る
予
定
で
す
。お
楽
し
み
に
！

医事紛争事例集
－医師が選んだ55事例

　京都府保険医協会は、今から
半世紀にも遡る1959年度から
医療安全対策に取り組んでき
た全国的にも珍しい、長い歴史
と経験を有しています。
　医療安全対策を開始してか
ら55周年を迎え、それを記念し
て「医事紛争事例集」を発行し
ました。有効活用し、日常診療
における「安全」と「安心」を一
層高めて頂ければ幸いです。

広島協会会員価格　2,000円（税込･送料別）
お申込みは京都府保険医協会まで
ＴＥＬ　075－212－8877　　　　
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2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
10
月
以

降
、
住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に

12
桁
の
番
号
通
知
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
あ
く
ま
で
住
民
票
の
あ
る
住
所

に
送
ら
れ
ま
す
の
で
住
民
票
と
異
な

る
住
所
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
送
ら
れ
て
く
る

の
は
番
号
が
記
載
さ
れ
た
通
知
カ
ー

ド
と
な
り
ま
す
が
、
本
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

（
2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
1
月
以

降
）
が
可
能
で
す
。
こ
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
と
は
個
人
番
号
以
外
に
「
氏

名
」、「
住
所
」、「
生
年
月
日
」、「
性

別
」、「
本
人
の
写
真
」
が
表
示
さ
れ

た
も
の
で
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

可
能
な
カ
ー
ド
で
す
（
交
付
に
関
し

て
は
顔
写
真
と
の
本
人
確
認
が
必
要

な
為
、
市
区
町
村
の
窓
口
へ
出
向
く

必
要
が
あ
り
ま
す
）。個
人
番
号
カ
ー

ド
に
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
埋
め
込
ま
れ

て
お
り
、
前
述
し
た
氏
名
や
住
所
等

の
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
情
報
（
例
え
ば
地
方
税
関

係
や
年
金
給
付
関
係
等
の
情
報
）
は

記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
1
月
か

ら
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
行

政
手
続
き
で
個
人
番
号
（
以
下
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
い
う
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
個
人
だ
け

で
な
く
、
事
業
者
に
お
い
て
も
社
会

保
障
や
税
の
手
続
き
に
お
い
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
例
え
ば
職
員
の
入
退
社
の
手

続
き
（
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
「
※
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
の
届
出
に
関
し
て
は

2
0
1
7
（
平
成
29
年
）
1
月
以

降
」）、
給
与
支
払
い
に
よ
る
源
泉
徴

収
票
作
成
、
講
演
依
頼
や
原
稿
依
頼

に
お
け
る
支
払
調
書
作
成
等
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
す
る
必
要
が
で
て

き
ま
す
。

　

事
業
者
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
実
務

の
現
場
で
適
正
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ

う
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
職
員
よ
り
取
得
す

る
時
、
ま
た
取
得
し
て
か
ら
の
各
区

分
に
お
け
る
知
っ
て
お
く
べ
き
番
号

法
の
規
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
取
得
】

　

取
得
に
あ
た
っ
て
は
利
用
目
的
の

明
示
と
本
人
確
認
が
必
要

【
安
全
管
理
措
置
】

　

①
委
託
の
取
扱
い
…
委
託
、
再
委

託
先
へ
の
必
要
か
つ
適
切
な
監
督
、

安
全
管
理
措
置

　

②
安
全
管
理
措
置
…
個
人
番
号
等

の
漏
洩
に
関
し
て
の
必
要
か
つ
適
切

な
安
全
管
理
措
置

【
保
管
】

　

番
号
法
で
限
定
的
に
明
記
さ
れ
た

場
合
を
除
き
、
特
定
個
人
情
報
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
そ
の
内
容
に
含
む
個

人
情
報
を
い
う
）
を
保
管
で
き
な
い

【
利
用
】

　

番
号
法
に
よ
っ
て
限
定
的
に
定
め

ら
れ
て
い
る
範
囲
で
の
利
用

【
提
供
】

　

番
号
法
で
限
定
的
に
明
記
さ
れ
た

場
合
を
除
き
、
特
定
個
人
情
報
を
提

供
で
き
な
い

【
開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
】

　

事
業
者
の
う
ち
、
個
人
情
報
保
護

法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
個

人
情
報
取
扱
事
業
者
は
特
定
個
人
情

報
の
取
扱
に
つ
い
て
、
開
示
・
訂
正
・

利
用
停
止
等
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る【廃
棄
】

　

個
人
番
号
関
係
事
務
を
処
理
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
で
、
各
法

令
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
保
存

期
間
を
経
過
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
廃
棄
、
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
　

次
回
は
各
区
分
に
お
け
る
番
号
法

の
規
定
の
解
釈
や
具
体
例
に
つ
い
て

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士 

白
鷺
克
憲
）

　
「
家
族
名
義
の
預
貯
金
が
調
査
で

き
る
根
拠
は
」（
保
団
連
）

「
税
務
運
営
方
針
に
則
し
て
反
面
調

査
を
行
う
」（
国
税
局
）

　

1
9
7
6（
昭
和
51
）年
に
、国
税

庁
長
官
が
税
務
行
政
を
行
う
上
で
の

基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た「
税
務

運
営
方
針
」を
出
し
て
い
ま
す
。税
務

職
員
は
こ
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
調

査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、税
務
調
査
は
納
税
者
の
帳
簿

に
基
づ
く
調
査
が
原
則
で
す
が
、現

実
に
は
、銀
行
や
取
引
先
、患
者
や
元

職
員
な
ど
に
調
査
す
る「
反
面
調
査
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
反
面
調

査
」に
つ
い
て
、「
税
務
運
営
方
針
」で

は「
客
観
的
に
み
て
や
む
を
得
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
っ
て
行

う
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
懇
談
で
争
点
と
な
っ
た
の

は
、「
納
税
者
本
人
に
対
す
る
調
査

に
先
立
っ
て
納
税
者
の
家
族
名
義

の
預
貯
金
を
反
面
調
査
し
て
い
た
」

と
い
う
事
例
で
す
。国
税
局
は
、「
調

査
の
過
程
で
税
務
職
員
の
合
理
的
な

判
断
が
あ
れ
ば
反
面
調
査
の
対
象
と

な
る
」と
述
べ
る
一
方
、反
面
調
査
は

「
あ
く
ま
で
昭
和
51
年
の『
税
務
運
営

方
針
』に
則
し
た
運
営
を
行
っ
て
お

り
、客
観
的
に
み
て
や
む
を
得
な
い
、

必
要
最
小
限
に
留
め
た
と
こ
ろ
で
行

う
」「
職
員
に
も
研
修
等
を
通
じ
て
周

知
指
導
し
て
い
る
」と
回
答
し
ま
し

た
。納
税
者
本
人
の
調
査
を
し
な
い

限
り
不
明
な
点（
客
観
的
に
や
む
を

得
な
い
場
合
）は
生
じ
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て「
税
務
運
営
方

針
」に
則
れ
ば
、本
人
調
査
前
の
反
面

調
査
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。調
査
現
場
で
の
反
面
調
査
で
は
、

1
9
7
6（
昭
和
51
）年
の「
税
務
運

営
方
針
」を
示
し
て
そ
の
遵
守
を
求

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
納
税
者
本
人
と
関
与
税
理
士
の
双

方
に
事
前
通
知
を
」（
保
団
連
）

「
承
諾
が
あ
れ
ば
関
与
税
理
士
に
の

み
通
知
す
る
」（
国
税
局
）

　
「
事
前
通
知
」の
問
題
で
は
、日
時
、

場
所
、
目
的
な
ど
法
令
で
定
め
ら
れ

た
11
項
目
に
つ
い
て
、
文
書
で
通
知

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
国
税
局

は
「
法
令
上
、
文
書
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
分
か
り
易

く
電
話
で
直
接
通
知
す
る
」
の
一
点

張
り
で
し
た
。

　

他
方
、
今
回
の
懇
談
で
明
ら
か
と

な
っ
た
大
き
な
問
題
は
、
法
の
趣

旨
（
納
税
者
の
権
利
）
を
骨
抜
き
に

す
る
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
事
前
通
知
は
、「
納
税
者

本
人
及
び
税
務
代
理
人
」
の
双
方
に

行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
す
が
、
国
税

局
は
、
昨
年
7
月
の
国
税
通
則
法
及

び
税
理
士
法
改
正
を
引
き
合
い
に
出

し
、「
納
税
者
が
税
務
代
理
権
限
証

書
の
中
で
、
税
務
代
理
人
で
あ
る
税

理
士
に
通
知
し
て
差
し
支
え
な
い
と

承
諾
し
て
い
る
場
合
は
、
11
項
目
の

事
前
通
知
は
関
与
税
理
士
に
の
み
行

う
」
と
し
、
納
税
者
に
は
一
切
通
知

し
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
関
与

税
理
士
に
事
前
通
知
を
一
任
し
て
し

ま
う
こ
と
は
、
納
税
者
本
人
の
税
務

調
査
に
お
け
る
権
利
の
放
棄
に
つ
な

が
る
ば
か
り
か
、
他
の
納
税
者
の
権

利
放
棄
を
助
長
す
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
同
時
に
、
関
与
税
理
士
に

対
し
て
は
、
納
税
者
本
人
に
も
11
項

目
の
事
前
通
知
を
行
う
よ
う
求
め
る

こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
身
分
証
・
検
査
章
の
両
方
提
示
が

な
い
」（
保
団
連
）

「
一
旦
帰
署
さ
せ
る
判
断
も
あ
る
と

思
う
」（
国
税
局
）

　

調
査
官
は
調
査
を
開
始
す
る
に

当
っ
て
、
身
分
証
明
書
（
身
分
証
）

と
質
問
検
査
章
（
検
査
章
）
の
両
方

を
納
税
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
国
税
庁
の
事
務
指
針
に
も
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

は
「
身
分
証
・
検
査
章
」
の
「
両
方

提
示
」
に
つ
い
て
は
、「
名
刺
の
み

の
提
示
」
の
事
例
が
あ
る
こ
と
を
問

題
視
し
、
追
及
し
ま
し
た
。
国
税
局

は
、
個
別
事
案
は
回
答
で
き
な
い
と

し
た
も
の
の
、「
職
員
は
必
ず
両
方

携
行
し
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
我
々
も
そ
の
よ
う
に
再
三
指
導

し
て
い
る
し
、
関
係
部
署
に
も
き
ち

ん
と
伝
え
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

「
両
方
提
示
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
日

は
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
の

か
」
と
質
す
と
、
国
税
局
は
「
そ
の

場
で
統
括
官
に
問
い
合
わ
せ
す
る
な

ど
し
て
頂
き
た
い
。
両
方
を
携
行
し

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
旦
帰
署

さ
せ
る
と
い
う
判
断
も
あ
る
と
思

う
」
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
質
問
応
答
記
録
書
」は
、一
昨
年
、

国
税
庁
が
現
場
で
の
応
答
の
や
り
取

り
を
記
録
す
る
統
一
書
式
と
し
て
作

成
し
た
も
の
で
、
訴
訟
対
策
の
1
つ

と
し
て
活
用
す
る
方
針
で
す
。
こ
れ

に
対
す
る
法
的
位
置
付
け
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
国
税
局
は
「
行
政
文
書
で

あ
り
、
決
し
て
強
要
す
る
も
の
で
は

な
い
。
応
じ
な
い
か
ら
と
言
っ
て
不

利
益
な
扱
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。
今
後
、
医
療
機

関
で
も
こ
う
し
た
事
例
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
情
報
収
集
と
具
体
的
対

応
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
お
わ
り
）

税務調査 事前通知で示される11項目

税務調査対策に必要な1冊！
特集　保険医への税務調査

－2013年 改訂版－
【内容】
税務行政の現在進行形
国税通則法等改正の概要
税務調査Ｑ＆Ａ　など

会員には既に1冊無料分をお送りしています。
2冊目以降は有料となります。（定価：1500円）

帳簿書類等の持ち帰りは
拒否しても罰則はない

納税者の理解と協力と承諾が
なければコピーもできない

保団連中国ブロック　
第29回広島国税局との懇談（その2）

　

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
2
月
19
日
、
第
29
回
目
と
な
る
広
島
国
税

局
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
前
号
に
続
き
、
各
要
望
に
沿
っ
た
懇
談
の
詳

細
を
紹
介
し
ま
す
。
税
務
調
査
の
際
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで96
面接・雇用から
採用・退職まで96

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
8
面
上
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）制
度
に
つ
い
て
①

⑴ 実地調査を行う旨
⑵ 調査開始日時
⑶ 調査開始場所
⑷ 調査の目的
⑸ 調査の対象となる税目
⑹ 調査の対象となる期間
⑺ 調査の対象となる帳簿書類その他の物件
※国税に関する法令の規定により備付け又は保存をし
なければならないこととされているものである場合に
はその旨を併せて通知

⑻� 調査の相手方である納税義務者の氏名及び住所又は
居所

⑼ 調査を行う当該職員の氏名及び所属官署
※当該職員が複数であるときは、代表する者の氏名及
び所属官署

⑽ 調査開始日時又は調査開始場所の変更に関する事項
⑾� 事前通知事項以外の事項について非違が疑われるこ

ととなった場合には、当該事項に関し調査を行うこと
ができる旨

　協会は、国税局に対し、納税者への事前通知の徹底を
繰り返し求めています。税務代理権限証書の記載内容に
よっては、顧問税理士のみに通知される場合もあります
が、納税者自身も事前通知を求めることが大切です。
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対
策
、診
療
報
酬
改
善
、歯
科
を
め
ぐ

る
政
策
課
題
、医
療
運
動
、今
年
度
の

歯
科
活
動
の
総
括
に
つ
い
て
検
討
。

・
3
月
23
日（
月
）第
2
5
4
回
医
科

社
保
学
術
部
会
。保
険
請
求
等
Ｑ
＆

Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・
返

戻
事
例
、指
導
・
監
査
お
よ
び
適
時
調

査
対
策
、今
年
度
の
行
事
、今
年
度
の

医
科
活
動
の
総
括
に
つ
い
て
検
討
。

・
3
月
25
日（
水
）政
策
学
習
会（
選
挙

制
度
・
政
党
交
付
金
等
）講
師
：
上
脇

博
之
先
生（
神
戸
学
院
大
学
実
務
法

学
研
究
科
）

・
3
月
31
日（
火
）総
務
財
政
部
会
。医

療
運
動
対
策
、各
部
の
活
動
と
対
策
、

行
事
・
会
議
予
定
の
確
認
。

・
4
月
7
日（
火
）第
1
6
2
回
歯
科

社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、審

査
改
善
、歯
科
診
療
報
酬
改
善
、指

導
・
監
査
改
善
の
対
策
を
検
討
。

・
2
0
1
5
年
度
患
者
応
対
セ
ミ

ナ
ー
4
月
11
日（
土
）・
福
山
会
場
、12

日（
日
）・
広
島
会
場

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案
」

の
廃
案
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、会
員
署
名
を
実
施
し
、保
団
連
国

会
行
動
に
て
地
元
選
出
国
会
議
員
等

に
要
請
す
る
こ
と
を
確
認
。「『
歯
は

命　

健
康
長
寿
社
会
に
む
け
て　

保

険
で
良
い
歯
科
医
療
を
』6
・
4
国
会

内
集
会
」へ
の
参
加
を
確
認
。

　

そ
の
他
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
関
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を

解
説
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
の
開
催
を

検
討
。子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に

関
す
る
署
名
協
力
依
頼
を
了
承
。東

広
島
市
の
医
療
機
関
に
署
名
用
紙
を

送
付
す
る
こ
と
を
確
認
。

②
総
務
・
財
政

　

定
期
総
会
議
案
書
に
つ
い
て
、活

動
報
告（
案
）骨
子
案
を
検
討
。検
討

の
流
れ
を
確
認
。第
30
回
保
団
連
医

療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
演
題
募
集
に

つ
い
て
確
認
。

③
協
会
行
事

　

日
弁
連
意
見
書
に
関
す
る
学
習
講

演
会
の
準
備
状
況
お
よ
び
2
0
1
5

年
度
患
者
応
対
セ
ミ
ナ
ー（
呉
・
三
次

会
場
）の
準
備
状
況
を
確
認
。

④
そ
の
他

　

会
員
か
ら
の
行
事
開
催
の
案
内
と

後
援
依
頼
の
要
請
が
あ
り
、了
承
。第

九
条
の
会
ヒ
ロ
シ
マ
8
・
6
意
見
広

告
に
つ
い
て
検
討
。

　

2
0
1
5
年
4
月
14
日（
火
）に
第

19
期
第
24
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
5
年
3
月
11
日
～
2
0
1
5

年
4
月
14
日
）

・
3
月
17
日（
火
）広
報
文
化
部
会
。紙

面
企
画
案
お
よ
び
主
張
案
、定
期
総

会
報
告
案
に
つ
い
て
検
討
。

・
3
月
20
日（
金
）第
3
4
0
回
歯
科

幹
事
会
。今
年
度
お
よ
び
次
年
度
の

歯
科
行
事
、組
織
拡
大
、指
導
・
監
査

　

都
道
府
県
別
人
口
増
加
率
を
み
る

と
東
京
都
の
人
口
増
加
が
著
し
く
、神

奈
川
、千
葉
、埼
玉
が
続
い
て
い
る
。沖

縄
、愛
知
、滋
賀
も
増
加
し
て
い
る
。そ

の
他
の
道
府
県
は
減
少
に
転
じ
て
い

る
。し
か
も
00
年
か
ら
05
年
の
間
よ
り

も
06
年
か
ら
10
年
の
方
が
、減
少
率
が

大
き
い
。景
気
減
速
が
今
な
お
、続
い

て
い
る
。

　

主
張
で
は
、保
険
医
協
会
の
共
済
制

度
を
考
え
て
み
た
。わ
れ
わ
れ
会
員
は

こ
の
制
度
の
利
用
を
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。多
く
の
人
が
参
加
し
て
初
め
て

共
済
制
度
は
安
定
す
る
。�

（
Ｏ
）

編
集
後
記

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

24
19

第30回保団連医療研究フォーラム
今、改めて考える　第一線医療・医学の創造－30年の時を経て
日　時：2015年10月10日（土）17：00 ～ 21：30
　　　　　　　10月11日（日）　9：00 ～ 15：30
会　場：都市センターホテル
　　　　東京都千代田区平河町2－4－1
　　　　TEL 03－3265－8211
10月10日（土）
　○ウエルカム・コンサート＆トーク
　黒坂黒太郎氏（コカリナ奏者）＆矢口周美（ソプラノ歌手）
　○記念講演
　室田　明氏（俳優）
　○特別企画、全国共同調査結果報告、レセプション
10月11日（日）
　○分科会・ポスターセッション
　「在宅医療・介護」、「医科・歯科診療の研究と工夫」他、6分科会
　○シンポジウム
　Ⅰ「患者本位の診療体制を構築する－明日から始める医科歯科連携」
　Ⅱ「大地震と医療・社会保障－被災者本位の復興をめざして」
参加対象：医師、歯科医師、コ・メディカル、コ・デンタルなど
※参加のお申込み、また、演題募集方法、参加費等の詳細については、協会事務局までご連

絡ください。なお、演題募集応募の最終締め切りは2014年6月30日（火）です。

指導・監査問題に関する学習講演会
「日弁連意見書」が示す指導・監査制度の問題点と
改善に向けた具体策

講　師　恵木　尚　弁護士（協会顧問、恵木尚法律事務所）

日　時　2015年5月16日（土）16：00 ～ 18：00

会　場　広島市文化交流会館（旧厚生年金会館）3Ｆ「銀河」

　　　　広島市中区加古町3－3　TEL 082－243－8881

参加対象：医師・歯科医師、医療機関スタッフ、弁護士

参 加 費：無料

分科会・
ポスターセッション

演題募集

多数のご参加をお待ちしています！


